エコポイントシステムアンケート調査集計結果
１　実施対象
　　　京都府地球温暖化防止活動推進員　222名（うち138名回収）
　　　＊回収率　62.1％
２　調査期間
　　　平成19年８月２１日（火）～８月２７日（月）
３　質問事項
	Ｑ１．エコポイントシステムの必要性についてどう思われますか。

(A)省エネの取組を一層普及するには、エコポイントシステムがあると良い。
(B)省エネによって電気やガスの料金が節約できるなど、啓発を強化すればよく、エコポイントシステムを新たに作る必要はない。

(C)その他（意見等を記入してください。）


　
　＜回答結果＞

(A)  74人（53.6％）

(B)  22人（15.9％）

(C)  42人（30.4％）

	［主な意見］

· 省エネ効果が目に見えるシステムが望ましい。

· 雨水のタンク･生ゴミ処理機･電球･廃油の家庭用容器など家庭で使用するものの助成をしてほしい
· 親子で（特に子供が）取り組めるシステムが理想


	Ｑ２．エコポイントでどれくらいのメリットがあれば各家庭での取組が進むと思われますか。
　
(A)年間5,000円程度
(B)年間3,000円程度
(C)年間1,000円程度

(D)その他（年間　　　　　　円程度）


　

　＜回答結果＞

(A) 41人（47.6％）

(B) 24人（27.9％）

(C)  8人（9.3％）

(D)13人（15.1％）
	［その他］
· 年間１万円が最多


	Ｑ３．ポイントを付ける基準は、何が適切であると考えますか。
(A)前年同月比の削減量に応じてポイントを付ける
(B)標準的な家庭のモデル排出量を設定し、これを下回った分に応じてポイントを付ける
(C)制度開始前に既に省エネが進んでいる家庭に配慮するため、(A)と(B)を併用する

(D)その他（意見等を記入してください。）


　＜回答結果＞

(A) 18人（14.6％）

(B) 21人（17％）

(C) 44人（35.7％）

(D) 40人（32.5％）
	［主な意見］

· 各自で目標を設定、到達できた割合に応じてポイントを与える
（例：車利用時間、距離、エアコン利用時間など）
· ポイントによる地域協力店での購入割引とポイント交換商品の両方がよい
· 講演会参加などにもポイントがあると取組が広がる
· ゴミの減少も対象にすべき

· 自転車での買い物や通勤も対象にすべき

· ゲーム感覚で参加でき、家族みんなが楽しめるポイントをつけられるとよい
· 我慢してエコポイントを集めるのではなく、エコ商品の購入に対する付与の方がよい



